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ゲラジヱントゲJしを利用した電気泳動法による

非変性蛋由貿の分子量の推定法について

西沢秀幸，沖村早希子，高尾絵美，阿部芳庚

〔日本薬学会第107年会（1987年4月，京都）で発表〕

No. 32 (1987) 

〔目的〕 界面活性剤を用いることなく，電気泳動法によって，非変性蛋白質の分子量を推定す

る簡便な方法を開発することを目的とした。

〔方法〕 T5%～T20% (5%BIS）の濃度勾配を有するポリアクリルアミドゲルフィルム（90

×90×0.5mm，ポリエステル不織布で、補強〉を用し、，濃度勾配に対し，直交する方向に直線状

に試料を置き， トリスーグリシン緩衝液（pH8. 75）で， 150V,3時間泳動する。染色により，

曲線上の泳動像が得られる。別に， T7%及び T14%の濃度既知のゲルを用い，同一条件下で

の各試料の移動度から，グラジェ γ トゲル内の濃度 Tを内挿し，相対移動度 Rmの対数をとっ

て Tに対しプロットする。得られた直線の傾き αの対数と，分子量 MWの対数との相関を調

べた。

〔結果と考察〕 分子量既知の 8種の試料について，分子量 1.4万～24万の範聞で，図のよう

な結果を得た。本法は，数種の濃度のゲルを調製する従来の方法 (1）に比し，操作性に優れて

し、る。
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(1) J .L. Hedrick and A.J. Smith, Arch. Biochem. Bioρhys., 126, 155 (1968). 
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